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今の入試制度を変えないと

いけないの？子どもたちに

とってどうなのでしょうか？

中学校生活をゆがめる
入試制度でいいのか？
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「第二次案」の

詳細は県教委

ＨＰで

「第二次案」の詳

細は県教委ＨＰで

不登校生への配慮として、本人

の「資質や能力を多面的に評価

するための説明書」を付けると

のこと。説明書って何？求めら

れる資質能力がなければいけな

いのでしょうか？

前期にも学力検査。前期後

期とも「その他の検査」実

施。「得意活用型選考」を

新設など、とても複雑でわ

かりにくい。

2021年度に制度の内容を
公表したら、説明会を実施

という予定。それまでは県

民の意見は聞かないの？

決まったことの説明だけで

いいの？

「2022年度からの実施は早すぎる」
「当事者への説明不足」などの意見

を伝えたことやコロナ禍の状況で課

題の検討などがすすんでいないこと

もあり、新しい入試制度の導入は

2024年度まで延期されました。

「入試制度について
考えるフォーラム」に
参加して、ごいっしょ
に考えましょう。

フォーラムの日時・会
場はこちらで確認を

入試制度(第二次案）についてごいっしょに考えましょう

今の小学校５年生が受験する年



新たな入試制度のここが疑問！問題あり！

あくまでも「案」ということです。今後意見

を聞き取り、それを反映して、成案にして

いくということ。よりよい制度にするため

に意見を届けましょう。

中学生段階で「自分らしく学ぶ高校を選択す

る」のは難しい。高校段階で進路をじっくり考

える子が多いのではないか。高校の特色化

は学校間競争を招く。子どもたちの高校選択

を狭めることが危惧される。

「挑戦を応援します」とは、誰が、どの

ように応援するのか？各高校が「募集

の観点」を示すことや「得意活用型選

考」を導入することが応援なのか？

前期選抜はもともと学力検査で測れない

部分をみるためではなかったのか。現行

の「志願理由書」、面接や小論文等に加

え、さらに負担が増加する。

「その他の検査」は何のためにするのか？

公平性のある評価ができるのか？検査が

高校によってちがうので、それに合わせて

準備が必要になる。中学校で対応できる

のか心配。塾に行く子が増えるのでは。

調査書の「特定の項目」の記述内容が選

抜に影響すれば、記述する教員の責任

が重くなったり、子どもが評価を意識して

行動したりするようになる心配がある。

前期選抜の合格発表から後期選抜の

志願開始までの期間が現行より１週間

程度短くなる。不合格生徒の心のケア

や後期選抜への進路指導等が十分でき

ない心配がある。

評価されるような「資質能力」を「説明書」

に示すことを求められたら、不登校の生徒

にさらなる負担になる。

2019年に中１年生・小６年生（保護者）
に配布されたパンフ

その後、導入が拙速すぎるとの意見やコロナ禍の
影響により2024年度導入に変更されました。



得意科目を活かせるとして「得意活用

型選考」が強調されているが、高校に

より特定の教科に傾斜配点すること

は、制度を複雑にして、子どもたちの高

校選択を迷わせる心配がある。

スピーキングテスト導入の方向とあるが、

いつからか？どのような形式のテストにな

るのか？そのために準備することがさらに

増えたら、生徒の負担がさらに増加する。

塾に通う子が増えるのではないか。

学力検査・調査書・その他の検査の比率

は各校で決めるとのことで、何がどの程

度選抜に影響するのか不安がある。

調査書の全ての内容(9教科評定、観点別評
価、総合的な学習・特別活動の記録、行動

の記録、総合所見等）を選抜の資料とするの

は、公平性の上で不安がある。特に「観点別

評価」の基準、特別活動や総合的な学習の

活動や記述された内容は学校によってちが

う。一律に評価できないのではないか。

「得意活用型選考」により特定の教科に

偏った学習をする子が出る心配がある。

ますます受検のための学習になり、中学

校教育をゆがめる心配がある。

導入が拙速すぎると

の県民の意見やコロ

ナ禍による検討の遅

れ等により、県教委

は実施までのスケジ

ュールを右のように

変更しました。

今年度から来年度中

頃まで「課題の検討」

となっています。私た

ちの意見反映を求め

ましょう。




